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呼吸器感染症におけるBAY o 9867(Ciprofloxacin) の検討
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新 しいキノリンカルボ ン酸系の合成抗 菌剤BAY o 9867を 呼吸器感染症39名(男16名,女23名,

28～83才,平 均56才)に1回200～400mg,1日2～3回 経 口投与 し,そ の臨床効果 および副作用

を検討 した。疾患の内訳 は,肺 炎3例,下 気道感染症36例 で あった。臨床効果 は,著 効1例,有 効

18例,や や有効11例,無 効8例,不 明1例 で有効率50%で あった。

臨床効果判定可能 な38例 中,緑 膿菌下気道感染症が20例(複 数菌検出例2例 を含 む)で,内 服剤

としての効果 はかな りの成績 と言 える。細菌学的効果 は,P.aeruginosa 21株 中,菌 消失3株,減 少

6株,不 変9株,不 明3株 で除菌率16.7%で あ り,H.influenzae 10株 は,菌 消失7株,減 少1株,

不変2株 で除菌率70%で あった。

副作用 は,食 欲低下1例 認めたが投与 中止 で軽快 した。下痢,胃 障害 各1例 認めたが継続投与可

能 であった。血液 ・生化学検査で は,軽 度 の好酸球増多,LDH上 昇 を各1例 認 めた以外には異常 を

認 めなか った。

BAY o 9867は,1位 にcyclopropyl基 を有す るキ ノ

リンカルボ ン酸系の新合成抗菌剤であ り,嫌 気性菌 を含

むグラム陽性菌,陰 性菌に対 して幅広い抗菌 スペ ク トル

と抗菌 力 を有 してい る1)。今回,BAY o 9867を 呼吸 器

感染症に使用 し,そ の臨床効果,副 作用について検討 し

た。

I. 対 象 患 者

対象患 者は,昭 和59年1月 か ら昭和59年8月 まで に当

科受診 した28才 から83才 まで(平 均年令56.2才)の 男性

16名,女 性23名 の計39名 である。疾患の内訳 は,急 性肺

炎3例,下 気道感染症36例(び まん性汎細気管支炎25例,

気管支拡張症8例,慢 性気管支炎1例,急 性気管支炎1

例,特 発性 問質性肺炎に伴 う下気道感染症1例)で あ る

(Table 1)。

II. 研 究 方 法

BAY o 9867を1回200～400mgを1日2～3回 経 口

投 与 した。 投 与 期 間 は,3～63日(平 均24.8日),総 投

与 量1.8～37.8g(平 均14.6g)で あ った。

臨床 効 果 判 定 は,原 則 と して以 下 の 基準 に よっ た。

著 効(Excellent):1週 間以 内 に完 全 に解 熱 し,痰 中

起 炎 菌 の 消 失 か つ1日 痰 量 の2/3以 上 の 減 少,痰 性 状 の

正 常 化 を 認 め,薬 剤 投 与 中止 時 に,血 沈,CRPな どの

炎 症 所 見 の ほぼ 正 常化 した もの。

有効(Good):解 熱 し,痰 中起 炎菌量 の2段 階以上

の減 少かつ,1日 痰量 の1/3以 上 の減少,痰 性状 の改善

を認 め,薬 剤投 与中止 時 に血沈,CRPな どの炎症所見

のほぼ正常化 した もの。

やや有効(Fair):有 効 と無効の間の もの。

無効(Poor):薬 剤投与 を持続 して も,1日 痰量,痰

性状,炎 症所見な どに改善の認め られなかった もの。

肺 炎 においては,解 熱 と胸部X線 陰影 の消失が1週

間以 内 に認 め られた ものを著効,解 熱 とX線 陰影の改

善が2週 間以内に認 め られたもの を有効 と判定 した。

副作用 に関 しては,発 熱,発 疹,消 化器症状 などの臨

床 症状,血 液像,肝 ・腎機能 な どをBAY o 9867投 与

の前後で調べた。

III.臨 床 成 績

1. 肺感染症

Table 1,Case No.1,2,3で 示 す よ うに,著 効1

例,有 効2例 で 有 効 率100%で あ っ た。 これ らの肺 感 染

症 に は基 礎 疾患 が あ り,そ れ らは肺 気 腫 症,糖 尿 病,肝

障 害,気 管 支 拡 張 症 で あ っ た 。 細 菌 学 的効 果 はH.in-

fluenzaeの2例 は 除 菌,E.coliはP.aerugimsaへ の菌 交

代 を認 め た 。

2. 気道感染症

Table 1,Case No. 4～39ま で の36例 で あ るが,No.
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Table 2  Clinical effect of BAY o 9867

Table 3  Clinical effect of BAY o 9867

CB :Chronic bronchitis



300 CHEMOTHERAPY DEC 1985

17は,BAY o 9867投 与3日 目に耳鼻科 よ りJMの 投与

を受けていたため臨床効果判定 より除外 し,35例 で効果

判定 をお こな った。

35例 中,有 効16例,や や 有 効11例,無 効8例 で,有 効

率46%,や や有 効 以 上 は77%で あ っ た。

疾 患 別 に み る と,Table 2で 示 す よ う に,DPB 25例

中,臨 床 効 果 判 定 可 能 な24例 で は,有 効8例,や や有 効

8例,無 効8例 で あ り,有 効 率33.3%,や や 有 効 以 上

66.7%で あ っ た。 気 管 支拡 張 症8例 で は,有 効5例 で有

効 率62.5%で あ っ た。

検 出 菌 別 に 臨 床 効 果 をみ る とTable 3で 示 す よ うに,

P.aeruginosa 18例 は,基 礎 疾 患 と して,DPB 16例,気 管

支 拡 張 症2例 で あ り,臨 床 効 果 は,有 効 率38.9%と 低 率

で あ っ た。H.influenzae 6例 は,基 礎 疾 患 と してDPB

4例,気 管 支 拡 張症1例,特 発 性 間 質性 肺 炎1例 で あ り,

臨 床 効 果 は,有 効 率50%で あ っ た。 ブ ドウ糖 非 発 酵 グ ラ

ム陰 性 桿 菌2例 で は,有 効 率50%で あ った。

細 菌 学 的 効 果 で は,Table 4で 示 す よ うに,P.aerugi-

nosa 21例 中,菌 消 失3例(1例 は,S.pnennzoniaeに 菌

交 代),減 少6例,不 変9例,不 明3例 で あ り,菌 消 失

率 は16.7%,減 少 率50%で あ った 。H.inflnenzae 10例 で

は,菌 消 失7例(ブ ドウ糖 非 発 酵 グ ラム 陰性 桿 菌1例,

S.pnenmoniae 1例 の 菌 交 代 を認 め た。),減 少1例,不

変2例 で あ り,菌 消 失 率 は70%,減 少 率80%で あ った。

以上,39例 の呼吸器感 染症 にお けるBAY o 9867の

治療成績 は,著 効1例,有 効18例,や や有効11例,無 効

8例,不 明1例 であ り,有 効率50%,や や有効以上79%

であ った。

3.副 作 用

投与6日 目に食欲低下が1例(Case No.4)に 出現 し

たが投 与中止 で軽快 した。 また,投 与3日 目に下痢 およ

び 胃障 害 が 各1例(Case No.20,37)に 認 め られ たが継

続 投 与 で 軽快 した。 血 液 ・生 化 学 検 査 で は,軽 度 の好 酸

球 増 多 を1例(Case No.35),LDHの 軽 度 上 昇 を1例

(Case No.8)に 認 め た 以外 異 常 を認 め な か った(Table

5)。

IV.考 察

BAY o 9867は,新 しいキ ノリンカルボン酸系の合成

抗 菌剤 であ り,グ ラム陰性菌,陽 性菌 に対 して幅広い抗

菌スペ ク トルを有す ることが報告 されている。

今 回,呼 吸 器感 染症39例 に1回200-400 mgを1日2

～ 3回 経 口投与 した。投与期間 は3～63日 で,著 効1例,

有 効18例,や や 有効11例,無 効8例,不 明1例 であ り,

有 効 率50%で あ った 。 この 成 績 は,Ofloxacin2}と ほ ぼ同

程 度 で あ り,Enoxacin3}よ りや や良 好 の傾 向が 示 され た。

検 出 菌 別 臨 床 効 果(Table3)は,P.aeruginosaに ょ

る下 気 道感 染 症19例 中,有 効7例,や や有 効6例,無 効

5例,不 明1例 で 有 効 率38.9%,や や有 効 以上68%と 一

見 低 率 で あ っ た。 これ は,対 象 が 難 治性 のPaeruginsa

感 染DPBを 多 く含 ん で い る た め で あ り,BAY o 9867

がPaerugionsaに 対 してin vitroで 優 れ た抗 菌 力 を有 す

るた めb,今 まで 種 々 の 抗 緑 膿 菌 ペ ニ シ リ ン剤 や抗緑 膿

菌 ア ミノ配 糖 体 な どで 治 療 限 界 を示 したDPB症 例 に,

私 共 の期 待 を こめ て投 与 され た ため と思 わ れ る。 今 回,

MICを 測 定 したP.aeruginosa 15例19株 のMICは,0.01

μg/ml 2株,0.025μg/ml 2株,0.05μg/ml 3株,0.1

μg/ml 5株,0.2μg/ml 3株,0.78μg/ml 2株,1.56

μg/ml 1株,6.25μg/ml 1株 と0.1μg/ml以 下 に12株

認 め た。 臨 床 的 に 有 効 で あ っ た 症 例 のMICは,(0.05

μ9/ml・0.01μ9/ml),0.1μ9/ml,0.05μ9/ml,0.05

μg/ml,0.78μg/mlの5症 例 で あ っ た。MIC低 値 で は

あ った が,Table 4で 示 され る よ うにP.αeruginosaの 除

Table 4 Bacteriological effect of BAY o 9867

GNF-GNR:Glucose-nonfermentative gram negative rods
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菌率は16.7%で あった。 この値 は一見低値であるが,私

共がすでに検討 した緑膿菌気道 中間領域感染症 での緑膿

菌除菌 率最 高値20%を 示 したCAZ4),MK 0787/07915)

に比 し,や や低値で はあ るものの,内 服薬 としてはか な

り優 れた成績 と評価で きる。

MICと 臨床効果 との差 は この薬剤 の体内分布,と く

に対象 となったDPBを 中心 と した基礎疾患 の病 変の高

度進展 に伴 う本剤の疲 中分泌 の低下の関与 が考 えられる。

P.aeruginosa以 外 の起 炎菌H.influenzaeの 除菌 率 は

70%で 良好であ った。急性肺炎6),慢 性 閉塞性肺疾患71に

おける急性増悪の起炎菌 としてH.influenzaeが 優位 であ

り,経 口剤であ るBAY o 9867は 緑膿菌 を含む気道 ・中

間領域感染症 の外来 での長期治療 および急性増悪 に有用

な薬剤である と考 え られ る。
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CLINICAL STUDIES ON BAY o 9867 (Ciprofloxacin)

IN THE RESPIRATORY INFECTIONS

YOSHITAKA NAKAMORI,KUNIHIRO YOSHIMURA,TATSUO NAKATANI,

NAOHIKO CHONABAYASHI,KOICHIRO NAKATA and HIROICHI TANIMOTO

Division of Respiratory Disease,Toranomon Hospital

YUKO SUGI

Clinical Laboratory,Toranomon Hospital

Clinical effects and adverse effects of BAY o 9867,a new quinoline—carboxylic acid derivative ,were studied in 39

patients with respiratory infections receiving orally 200 mg to 400 mg b.i.d.or t.i.d..Among them,36 cases were

lower respiratory tract infections and 3 cases were pneumonia.

Clinical effects were excellent in 1 case,good in 18 cases,fair in 11 cases,poor in 8 cases and 1 case was not evalu-

ated because of administration of another antibiotics.The efficacy rate was 50%.

As for causative organism,the results were as follows:21 strains of P.aeruginosa were eradicated in 3 strains,de-

creased in 6 strains,persisted in 9 strains and unknown in 3 strains,and likewise,10 strains of H.influenzae were

eradicated in 7 strains,decreased in 1 strain,persisted in 2 strains.

As for adverse effects,appetite loss,diarrhea and gastric disorder were observed in each 1 case .Laboratory findings

revealed each 1 case with a slight increase in the number of eosinophil and in LDH.


